
2022年度 栄養サポートチーム担当者研修会 開催要領 

 

１．趣 旨：近年の医療は、患者の視点を重視するとともに、医療経済的観点や治療効果において

も優れた成績が期待できるチーム医療の推進が必要とされており、管理栄養士が関わ

る栄養管理業務においても、多職種で連携することが求められています。また、診療

報酬においては、栄養サポートチームによる活動が評価されています。 

このような経緯を鑑み、（公社）日本栄養士会では、栄養サポートチームにおいて管

理栄養士をはじめ、関連職種が適切にその役割を果たすことができるように、2010 年

から「栄養サポートチーム担当者研修会」を実施しています。本研修は、厚生労働省

が指定する「栄養管理に係る所定の研修」です。 

 

２．期 間：2022 年 9 月 1 日（木）～9 月 30 日（金） 

 

３．会 場：オンライン（e ラーニング） 

 

４．内 容：静脈栄養についての講義 24 時間 

（１）栄養サポートチーム担当者研修会の概要  

 研修会の目的／研修会の教育目標／厚生労働省が指定する研修の要件／ 

運営の概要／研修の内容／講義の概要／修了証の発行   

（２）医療における専門職業人としての倫理観や責任感を養う  

 医療者としての職業倫理（20 分） 

 栄養サポートチームの目的と意義（20 分） 

 栄養サポートにおけるディジーズマネジメントの概念 （20 分） 

（３）栄養サポートに必要な知識や技術を深める  

 栄養障害例の抽出・早期対応（70 分） 

 リスクを有する患者の栄養管理計画立案に必要な個別栄養評価（50 分） 

 栄養法の選択（経口栄養・経腸栄養・静脈栄養）（60 分） 

 栄養管理計画の基本（90 分） 

 経静脈栄養法の特徴（優位性・合併症を含む）（90 分） 

 静脈栄養剤の基礎知識（90 分） 

 経静脈栄養剤の投与システムの基礎(側管投与法・薬剤配合変化を含む) （90 分） 

 経静脈栄養のプランニングとモニタリングの実際（30 分） 

 経腸栄養法の特徴と投与システム（60 分） 

 経腸栄養剤（食品）の選択 （60 分） 

 経腸栄養剤（食品）の衛生管理・適正調剤法（適正調整法）（50 分） 

 薬剤の簡易懸濁法の実施と有用性（60 分） 

 経腸栄養管理のプランニングとモニタリング（50 分） 

 栄養療法に関する合併症の予防・発症時の対応 （80 分） 

 栄養療法に関する問題点・リスクの抽出 （50 分） 

 静脈栄養法から経腸栄養法への移行（40 分） 

 経口摂取移行のプランニングとモニタリング（30 分） 

 栄養管理についての患者・家族への指導（30 分） 

 在宅栄養・院外施設での栄養管理法の指導（30 分） 



（４）栄養サポートチームの一員として業務を円滑に遂行できる能力を養う  

 栄養サポートチームが有効に機能するための基本的な考え方（40 分） 

 事例に学ぶ（60 分） 

 フードサービスとの連携（60 分） 

 

５．認定教育施設における研修 

本研修終了後、16 時間（約 2 日間）の｢認定教育施設における研修｣を受けることにより修了

となります。 

※ただし、研修先の認定教育施設は、希望に添えない場合もあります。 

 

６．受講資格：次の各項すべてに該当する者 

1) 管理栄養士・薬剤師・看護師その他栄養サポートチームに配属される医療専門職種 

2) 病院他に勤務し栄養サポートチーム業務に携わっている者又は携わろうとしている者 

 

７．定  員：100 名 

 

８．参 加 費：55,000 円（税込）（（公社）日本栄養士会会員割引価格 27,500 円（税込）） 

※｢認定教育施設における研修｣費用（10,000 円程度、研修施設により異なる）は、

別途施設にお支払いいただきます。 

※既納の参加費は、原則としてお返しいたしません。 

 

９．申込期間：2022 年 6 月 14 日（火）～7 月 15 日（金） 

※応募者多数の場合には、選考を行い、受講していただける方にご連絡いたします。 

 

10．申込方法：（公社）日本栄養士会ホームページよりお申し込みください。 

※静脈経腸栄養（TNT-D）研修会を受講する予定の方は、研修に付随する「認定教育

施設における研修」16時間（約２日間）を併せて受講することで、栄養サポートチーム

担当者に必要な所定の研修を修了した修了証が交付されます。本研修会の内容を

ご確認の上、お申し込みください。 

 

11.生涯教育：実務研修 45-107 栄養補給法 2 単位 

 

12.備  考： 

本研修終了後、「認定教育施設における研修」を修了した者について修了者と認め、修了証を

交付します。なお、他団体が行っている厚生労働省が指定する「栄養管理に係る所定の研修」

等の受講による、単位の振替はありません。 

 

13．視聴における注意事項 

研修会資料は、研修会当日までに郵送します（参加費入金確認後）。 

（公社）日本栄養士会プライバシーポリシー及び利用規約をご確認の上、視聴してください。 



ｅラーニング受講にあたっては、本会が手配する動画配信サービスを利用して閲覧できる形

で提供します。受講期間内であれば、いつでも視聴いただけます。ただし、受講期間の変更、

延長及び再配信はいかなる場合でも、お受けできかねます。 

映像、掲載資料、文章、イラスト、ロゴ、写真、その他の著作物の著作権その他の権利は、

当会又は第三者に帰属します。著作権法によって認められる場合を除き、著作権者の事前の許

可なく、動画及び資料の一部または全部を、無断で複製（録画・録音・撮影・ダウンロードな

ど）し、それを転載転用・改変・配布・販売など、不正に利用することを固く禁止します。 

視聴には大量のデータ（パケット）通信を行うため、携帯・通信キャリア各社にて通信料が

発生します。データ通信量が一定の基準に達した時点で通信会社での通信速度制限が行われる

ことがあります。スマートフォンやタブレットでご視聴の場合は、Wi-Fi 環境でのご利用を推

奨します（推奨動作環境をご確認ください。）。なお、発生したデータ通信費用について日本栄

養士会は一切の責任を負いかねますので、予めご了承ください。 

同一 ID・PW を利用した複数同時接続はできません。本研修会は、受講者のみの視聴を前提

としていますので、受講者以外の方と一緒に視聴されたり、配信用アドレスを第三者に提供し

たりすることは厳にお控えください。 

視聴に問題が生じた場合は、必ずログアウトを行って、別の環境（デバイス、ブラウザ、回

線等）でのご視聴をお試しください。 

視聴にあたり生じたいかなる損害について、日本栄養士会は一切の責任を負いかねます。 

申込み後のキャンセルはお受けできかねます。何卒ご了承ください 

 

14.問合せ先：（公社）日本栄養士会「栄養サポートチーム担当者研修会」係 

〒105-0004 東京都港区新橋 5-13-5 新橋 MCV ビル 6 階 

TEL：03-5425-6555 FAX：03-5425-6554 

Mail：tnt-d@dietitian.or.jp 

 

 


